
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位　円）

番号 措置名 補助事業の名称
補助事業者名

（間接補助事業者名）
補助事業に要し

た費用
補助金充当額 備　　　考

1 地域活性化措置 図書館維持運営事業 勝山市 20,369,304 16,000,000

2
公共用施設に係る整備、維
持補修または維持運営等
措置

農業用水路修繕事業 第１号工
事

勝山市
4,971,120 3,160,000

　



Ⅱ．事業評価個票

番号

1

補助事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

成果および評価に係る第三者機関の活用の有無

特に予定なし

本事業に来年度以降も電源地域振興補助金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

（備考） （１）事業ごとに作成すること。
（２）番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。
（３）補助事業の成果および評価の欄には、進捗度、利用量ならびに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。
（４）契約の方法の欄には、一般競争入札、指名競争入札、随意契約の別を記載すること。
（５）成果および評価に係る第三者機関を活用の有無の欄については、第三者機関を活用した場合にあっては、第三者機関の名称および構成員等を
　　記載すること。
（６）本事業に来年度以降も補助金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方の欄については、来年度以降の本事業の見通し等について記載すること。

措　置　名 補助事業名

地域活性化措置 図書館維持運営事業

補助事業者名または間接補助金事業者名 勝山市

補助事業実施場所 勝山市立図書館（勝山市昭和町１丁目）

補助事業の概要 市立図書館の維持運営費（人件費７名分）に補助金を充当し、健全なる図書館環境の維持運営を行う。

総事業費(円） 20,369,304 補助金充当額（円） 16,000,000

補助事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 特に予定なし

補助事業の成果
および評価

　平成24年8月20日から9月30日の40日間を、作家椎名誠氏の「旅する文学館」の会場として提供し、856人の来館
者があった。そのほか、「椎名誠」講演会、毎月工夫を凝らした企画コーナーを設置するなど多彩な事業・行事を
行った。
　利用者数は平成16年度以来9年ぶりに34,000人を超え、また、貸出冊数も平成16年度以来9年ぶりに127,000冊を
超えた。入館者数は90,968人となり、平成19年度以来5年ぶりに90,000人を超えた。公立図書館として本事業にて適
切な運営を行った結果、地域住民に対して知識と情報の提供が可能となり、市民の教育と文化の発展、向上に寄与
した。

契約の相手方 契約金額（円）

地域住民の教育と文化の発展・向上に繋がることから、平成２４年度も引き続き本事業による維持運営を行なう予定である。



Ⅱ．事業評価個票

番号

2

老朽化した農業用水路を修繕し、用水の有効利用と流況の安定を図る。

施工延長　L=52.3ｍ　　コンクリートブロック積　A=130.0㎡　　底打コンクリート（ｔ＝20cm）　L＝52.3ｍ

補助事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

請負 条件付き一般競争入札

成果および評価に係る第三者機関の活用の有無

特に予定なし

本事業に来年度以降も電源地域振興補助金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

今後とも農業用水の安定供給を図るため、必要な箇所について修繕を実施する。

（備考） （１）事業ごとに作成すること。
（２）番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。
（３）補助事業の成果および評価の欄には、進捗度、利用量ならびに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。
（４）契約の方法の欄には、一般競争入札、指名競争入札、随意契約の別を記載すること。
（５）成果および評価に係る第三者機関を活用の有無の欄については、第三者機関を活用した場合にあっては、第三者機関の名称および構成員等を
　　記載すること。
（６）本事業に来年度以降も補助金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方の欄については、来年度以降の本事業の見通し等について記載すること。

措　置　名 補助事業名

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 農業用水路修繕事業　第１号工事

補助事業者名または間接補助金事業者名 勝山市

補助事業実施場所 勝山市昭和町２丁目地係

補助事業の概要

総事業費(円） 4,971,120 補助金充当額（円） 3,160,000

補助事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 特に予定なし

補助事業の成果
および評価

老朽化により漏水が著しく、下流の農業用水に不足をきたす状況にあった農業用水路の修繕工事を行うことで、用
水の有効利用と流況の安定を図ることができた。

契約の相手方 契約金額（円）

成器工業（有） 4,971,120


